
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成16年２月１日（２）

一
月
十
一
日
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
道
志
村
成
人
式
が
華
や
か

に
行
わ
れ
、
色
艶
や
か
な
振
袖
や
、
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
三

十
一
名
の
成
人
者
を
迎
え
、
厳
粛
か
つ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
の
式
に
は
村
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
が
出

席
い
た
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
佐
藤
村
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、
村
議
会
議
長
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
長
の
お
祝
の
こ
と
ば
が
述

べ
ら
れ
、
新
し
く
成
人
と
な
っ
た
若
者
た
ち
を
祝
福
し
ま
し
た
。

ま
た
、
成
人
者
も
人
生
の
先
輩
か
ら
の
心
暖
ま
る
励
ま
し
を
受
け
自
覚
が
持
て

た
よ
う
で
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
大
房
由
美
子
さ
ん
が
「
大
先
輩
の
方
々
か
ら
戴
い
た
教
訓

を
し
っ
か
り
噛
み
締
め
、
修
養
に
努
め
、
人
格
を
磨
き
、
成
人
と
し
て
の
重
い
責

任
を
果
た
す
べ
き
義
務
、
与
え
ら
れ
る
権
利
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
自
信
と
勇

気
を
も
っ
て
正
し
い
人
生
の
道
を
歩
み
た
い
」
と
力
強
い
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
福
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
を
担
う
若
者
と
し
て
の
決
意
と
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
御
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

祝 成人 

は
た
ち
の
し
お
り
に

二十歳を迎えて抱負を一言

誓いの言葉を述べる大房由美子さん

杉
本
　
淳
司

こ
れ
か
ら
は
、
二
十
歳
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
今
ま
で
以
上
に
責
任
を
持
っ
た
行

動
を
と
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
し
か
出
来
な
い
こ
と
を
無
理

し
て
で
も
挑
戦
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。

近
況
報
告
…
関
東
学
院
大
学
在
学
中
。

佐
藤
　
美
紀

二
十
歳
を
迎
え
、
今
後
は
成
人
と
し
て

の
自
覚
や
責
任
を
持
つ
と
同
時
に
、
様
々

な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
…
大
学
で
経
済
学
を
専
攻
し
て

い
ま
す
。

大
房
由
美
子

二
十
歳
と
な
り
、
つ
い
に
自
分
も
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
大
人
に
は
ほ
ど
遠
い
と
感
じ
ら
れ
る

自
分
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
落
ち
着
い

た
責
任
の
あ
る
行
動
を
心
掛
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

日
々
学
習
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
一
日

一
日
を
笑
顔
で
充
実
し
た
日
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

近
況
報
告
…
学
生
で
す
。



（３）

要
と
さ
れ
る
人
間
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

近
況
報
告
…
富
士
吉
田
市
「
池
谷
正
志
税

理
士
事
務
所
」
で
働
い
て
い

ま
す
。

山
口
　
洋
介

二
十
歳
を
迎
え
て
、
中
学
、
高
校
等
で

ず
っ
と
怒
ら
れ
て
き
た
喫
煙
、
飲
酒
。
未

成
年
の
く
せ
に
と
い
う
一
言
。
も
う
誰
に

も
文
句
は
言
わ
せ
な
い
。
し
か
し
二
十
歳

を
過
ぎ
た
と
い
う
事
は
、
も
う
大
人
の
仲

間
入
り
。
今
ま
で
カ
ジ
っ
て
た
親
の
ス
ネ

を
離
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
歳
で
も
あ
る
。

ま
し
て
俺
は
、
大
学
生
で
は
な
く
社
会
人

な
の
で
な
お
さ
ら
の
こ
と
。

今
の
世
の
中
、
楽
な
仕
事
な
ん
て
何
も

な
い
。
イ
ヤ
な
仕
事
も
〝
住
め
ば
都
〞
と

い
う
よ
う
に
、
自
分
が
楽
し
く
し
て
し
ま

え
ば
い
い
。
今
の
俺
自
身
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
。
フ
ァ
イ
ト
！！

近
況
報
告
…
埼
玉
の
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐

屯
地
の
体
育
学
校
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
高
校
か
ら
や
っ
て

い
る
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
を
い
ま
だ
に
続
け
て
ま
す
。

佐
藤
　
一
光

な
ん
と
か
二
十
歳
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
人
の
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
行
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
…
会
社
員

山
口
　
諒
子

私
が
生
ま
れ
て
も
う
二
十
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
今
ま
で
当
た
り
前
に
年
を
取
っ
て

き
た
私
で
す
が
、
今
日
の
世
界
で
は
そ
の

よ
う
な
事
が
困
難
で
あ
る
子
供
達
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
二
十
年
間
何
事
も
な

く
、
平
和
に
こ
の
時
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
幸
せ
に
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
を
大

切
に
、
日
々
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
…
大
学
で
薬
学
を
学
ん
で
い
ま

す
。

山
口
　
沙
織

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
私
も

も
う
二
十
歳
で
す
。
あ
ま
り
実
感
が
わ
き

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
人
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ

て
、
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
本
　
智
司

二
十
歳
を
迎
え
て
こ
れ
か
ら
は
、
一
人

の
大
人
と
し
て
自
ら
の
行
動
に
責
任
を
持

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
…
専
門
学
校
卒
業
予
定
。

水
越
　
康
貴

自
分
は
、
二
十
歳
を
迎
え
て
あ
ま
り
実

感
が
わ
き
ま
せ
ん
。
で
も
ハ
タ
チ
に
な
っ

た
と
い
う
事
は
、大
人
の
仲
間
入
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
自
分
は
部
活
や
勉
強
で
つ
ま
ず
き

そ
う
に
な
る
た
び
に
、
相
田
み
つ
を
さ
ん

の
「
つ
ま
ず
い
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か

人
間
だ
も
の
」
と
い
う
言
葉
を
想
い
出
し

ま
す
。
こ
の
言
葉
を
一
生
涯
忘
れ
る
事
な

く
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
一
日
も
無
駄

に
す
る
事
な
く
自
分
で
精
一
杯
や
れ
る
所

ま
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

近
況
報
告
…
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

の
二
年
生
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
大
学
の
部
活
で

重
量
挙
げ
を
し
て
い
ま
す
。

山
本
由
里
子

私
に
と
っ
て
の
二
十
年
間
は
と

て
も
大
切
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
大
事
な
友
達
も
、
身
に
付

け
た
知
識
も
全
て
今
の
私
に
は
必

要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
で

も
ま
だ
、「
大
人
」
と
呼
ば
れ
る

に
は
未
熟
す
ぎ
て
、
足
り
な
い
も

の
が
多
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

二
十
歳
と
い
う
年
齢
に
な
っ
た

か
ら
こ
そ
強
い
意
志
を
持
っ
て
、

「
反
省
し
て
も
後
悔
は
し
な
い
」

そ
ん
な
毎
日
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

今
し
か
出
来
な
い
事
を
楽
し
ん
で
、

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
周
り
か
ら
必

友達とのスナップ



平成16年２月１日（４）

一
月
十
二
日
新
春
恒
例
の
道
志
村
消
防

団
（
団
長
　
大
田
博
文
）
の
出
初
式
が
多

数
の
来
賓
を
迎
え
、
道
志
村
村
民
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
は
、
総
指
揮
官
の
号
令
に
よ
り

消
防
団
員
及
び
消
防
車
両
入
場
で
始
ま
り
、

人
員
報
告
、
開
式
の
辞
、
団
旗
入
場
、
国

旗
掲
揚
、
団
長
訓
辞
、
村
長
挨
拶
、
新
入

団
員
紹
介
、
宣
誓
が
行
わ
れ
、
続
い
て
山

梨
県
消
防
協
会
長
及
び
、
道
志
村
長
の
感

謝
状
贈
呈
と
消
防
活
動
に
対
し
功
績
が
認

め
ら
れ
た
団
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
は
多
忙
な
生
業
の
か
た
わ
ら
、
崇

高
な
消
防
精
神
と
強
い
責
任
感
を
も
っ
て

火
災
を
は
じ
め
、
各
種
災
害
か
ら
地
域
住

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
益
々
複
雑
多
様
化

の
傾
向
に
あ
る
災
害
等
に
即
応
す
る
た
め
、

地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
員
と

し
て
、
日
夜
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
又
昨
年
十
一
月
に
は
自
治
体
消

防
五
十
五
周
年
記
念
大
会
に
ラ
ッ
パ
隊
が

出
場
演
奏
を
行
い
栄
誉
の
表
彰
を
受
け
、

出
初
式
に
お
い
て
伝
達
及
び
特
別
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
の
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
賞

佐
藤
和
彦

乙
種
功
労
賞

杉
本
明
美
、
佐
藤
太
清
、
佐
藤
　
久
、

山
口
晃
司
、
佐
藤
正
男
、
諏
訪
本
栄

山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

支
部
長
表
彰

佐
藤
貢
三
、
築
地
文
博
、
山
口
哲
央
、

山
口
勝
二
、
佐
藤
明
仁
、
池
谷
芳
彦

山
梨
県
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
長
表
彰

消
防
功
労
者

佐
藤
和
彦
、
長
田
門
昭

都
留
警
察
署
長
及
び

山
梨
県
防
犯
協
会
都
留
支
部
長
表
彰

山
本
義
信
、
池
谷
　
勝
、
佐
藤
大
仁
、

出
羽
達
彦
、
長
田
和
夫

伝
達
及
び
特
別
表
彰

自
治
消
防
五
十
五
周
年
記
念
大
会
出
場

ラ
ッ
パ
隊
長
他
十
八
名

表

彰

ラッパ隊の演奏

消防団員の整列

団旗に注目

団長の訓辞　大田博文

平成16年

道
志
村
消
防
団
出
初
式

道
志
村
消
防
団
出
初
式



（５）

道
志
村
消
防
団
長
表
彰

永
年
勤
続
章
（
二
十
年
勤
続
）

佐
藤
大
仁
、
佐
藤
太
清
、
佐
藤
　
久
、

佐
藤
万
寿
人
、
菅
谷
浩
光
、
山
口
栄
一
、

長
田
和
夫
、
池
谷
　
実

永
年
勤
続
章
（
十
五
年
勤
続
）

佐
藤
照
敏
、
佐
藤
光
美
、
山
口
晃
利
、

山
口
義
弘
、
菅
谷
克
士
、
佐
藤
　
徹
、

佐
藤
久
憲
、
杉
本
正
広
、
山
口
昌
寛
、

池
谷
欣
寿
、
渡
辺
三
次
、
佐
藤
真
澄
、

出
羽
強
一
、
杉
本
靖
夫
、
池
谷
寿
広
、

杉
本
公
夫
、
杉
本
孝
造
、
池
谷
一
弘
、

水
越
正
幸
、
加
藤
　
晃
、
長
田
勝
彦
、

優
良
章
（
十
年
勤
続
）

菅
谷
輝
勇
、
水
越
直
樹
、
山
口
昭
信
、

水
越
政
治

第
十
八
回
新
春
の
富
士
山
麓
を
走
る
道

志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海
駅
伝
競

走
大
会
が
一
月
十
一
日
、
道
志
村
役
場
前

に
お
い
て
開
会
式
が
行
わ
れ
、
南
都
留
陸

上
競
技
会
、流
石
会
長
の
挨
拶
を
は
じ
め
、

道
志
村
長
、
教
育
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
選
手
を
代
表
し
て
道
志
中

学
校
の
蓬
莱

弾
選
手
が
力
強
い
宣
誓
を

行
い
、
午
前
十
時
に
役
場
前
を
佐
藤
村
長

の
号
砲
の
合
図
に
よ
り
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

一
般
、
壮
年
、
中
学
な
ど
の
部
門
で
忍

野
村
役
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
五
区
間
で
競

い
ま
し
た
。

沿
道
で
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝

▼
一
般
男
子
　
北
富
士
自
衛
隊

▼
一
般
女
子
　
桂
高
等
学
校
Ａ

▼
壮
年
の
部
　
北
富
士
自
衛
隊

▼
中
学
男
子
　
都
留
第
二
中
学
校
Ａ

▼
中
学
女
子
　
道
志
中
学
校

平
成
十
五
年
度
新
入
団
員

佐
藤
靖
行
、
半
田
弘
光
、
杉
本
正
人
、

山
口
　
昇
、
山
口
博
信
、
渡
辺
和
貴
、

佐
藤
友
和
、
杉
本
　
稔
、
杉
本
純
哉
、

杉
本
高
一
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今月号は、１月に「都留市・西桂町・秋山村・道志村合併協議会」が
廃止になりました。この経緯について、報告いたします。

都留市・西桂町・秋山村・道志村合併協議会の廃止理由
市町村の合併の特例に関する法律第4条の2第1項に規定する住民発議に基づき、平成15年

11月28日に都留市・西桂町・秋山村・道志村合併協議会を設置し、それぞれのまちが持つ地
域特性と潜在的能力を活かした21世紀にふさわしい新しいまちづくりを目指して、新市建設
計画の策定をはじめ、各種事務事業を調整した協定項目の作成等に取り組もうとしていました。
しかし、誠に残念なことながら、西桂町においては、平成15年10月に実施した合併に関す
る住民アンケート調査の結果を踏まえて、平成16年1月14日に合併協議会からの脱退表明が
なされ、これを受けて、4市町村で合併協議会の今後の方向性について協議した結果、平成16
年1月31日をもって廃止する旨の結論に至りました。

この理由により、協議書を作成し、村議会に諮り、廃止案件を可決しました。
以降は、経緯について記載します

合併だより

平成14年

9 月19日 ● 各合併協議会設置同一請求代表者（以下「各同一請求代表者」という。）は、県知事

に対し、都留市、西桂町、秋山村、道志村（以下「４市町村」という。）を同一

請求関係市町村とする合併協議会設置請求が同一であることの確認を申請する。

30日 ● 県知事は、４市町村の長に対し、４市町村を同一請求関係市町村とする合併協議

会設置請求が同一であることを確認した旨通知する。
● 各同一請求代表者は、４市町村の長に対し、署名収集の手続きにかかる請求代表

者証明書の交付申請を提出する。

10月 8 日～ 9 日 ● ４市町村長は、各同一請求代表者に合併協議会設置請求に係る同一請求代表者証

明書を交付する。
● 各同一請求代表者は、４市町村内において署名活動を開始する。

27日～28日 ● 各同一請求代表者は、署名活動を終了する。

28日～29日 ● 各同一請求代表者は、４市町村の選挙管理委員会に対し、４市町村を同一請求関

係市町村とする合併協議会設置請求者署名簿（以下「設置請求署名簿」という。）

を提出する。

29日 ● ４市町村の選挙管理委員会は、設置請求署名簿の審査を開始する

11月11日～17日 ● ４市町村の選挙管理委員会は、設置請求署名簿の審査を終了する。

12日～18日 ● ４市町村の選挙管理委員会は、設置請求署名簿の縦覧を開始する。

18日～24日 ● ４市町村の選挙管理委員会は、設置請求署名簿の縦覧を終了する。

18日～25日 ● ４市町村の選挙管理委員会は、各同一請求代表者に設置請求署名簿を返納する。

21日～26日 ● 各同一請求代表者は、４市町村長に対し、合併協議会請求書を提出する。
● ４市町村の長は、合併協議会設置請求があった旨告示する。

12月20日 ● 都留市議会は、合併協議会設置に関する協議について可決する。
● 道志村議会は、合併協議会設置に関する協議について可決する。

平成15年

3 月 7 日 ● 西桂町議会は、合併協議会設置に関する協議について可決する。

20日 ● 秋山村議会は、合併協議会設置に関する協議について否決する。



（７）

31日 ● ４市町村の長は、各同一請求代表者に４市町村の議会の審議結果を通知する。

また、県知事に対して、その旨報告する。
● ４市町村の長は、４市町村の議会の審議結果を告示する。

4 月11日 ● 秋山村投票実施請求代表者（以下「投票実施請求者」という。）は、秋山村選挙

管理委員会（以下「秋山村選管」という。）に対し、署名収集の手続きにかかる投

票実施請求署名収集証明書の交付申請を提出する。

4 月18日 ● 秋山村選管は、投票実施請求者に投票実施請求代表者証明書を交付する。

23日 ● 投票実施請求者は、秋山村内において署名活動を開始する。

（4月28日から6月15日までの49日間は、秋山村長選挙のため署名禁止）

7 月 6 日 ● 投票実施請求者は、署名活動を終了する。

7 日 ● 投票実施請求者は、秋山村選管に対し、４市町村を同一請求関係市町村とする合

併協議会設置投票実施請求者署名簿（以下「投票請求署名簿」という。）を提出す

る。
● 秋山村選管は、投票請求署名簿の審査を開始する。

25日 ● 秋山村選管は、投票請求署名簿の審査を終了する。

26日 ● 秋山村選管は、投票請求署名簿の縦覧を開始する。

8 月 1 日 ● 秋山村選管は、投票請求署名簿の縦覧を終了する。

7 日 ● 秋山村選管は、投票実施請求者に投票請求署名簿を返還する。

8 日 ● 投票実施請求者は、秋山村選管に対し、４市町村の合併協議会設置協議について、

選挙人の投票に付するよう請求する。

9 月11日 ● 秋山村選管は、住民投票を実施する旨告示する。

21日 ● 秋山村は、４市町村の合併協議会設置の是非を問う住民投票を実施し、即日開票

の結果、有効投票の総数の過半数の賛成がある。
● 秋山村選管は、４市町村の合併協議会設置にかかる投票の結果を告示する。

10月 6 日 ● 秋山村選管は、４市町村の合併協議会設置にかかる投票の結果の確定を告示する。

11月 5 日 ● ４市町村の長は、合併協議会設置に関する協議書及び規約に関する協議書を締結

する。
● ４市町村の長は、合併協議会の設置及び規約について告示する。

28日 ● 合併協議会の第1回会議を開催する。

平成16年

1 月14日 ● 合併協議会　会長、正副会長会議（４市町村長会議）

西桂町長より、合併協議会の離脱表明（承認を得る）

22日 ● 合併協議会の第２回会議を開催する。

西桂町長より、合併協議会の離脱表明（承認を得る）

合併協議会の廃止を決定する。

28日 ● 西桂町・秋山村・道志村の議会において

都留市・西桂町・秋山村・道志村合併協議会の廃止案件の可決

30日 ● 都留市議会において

都留市・西桂町・秋山村・道志村合併協議会の廃止案件の可決

４市町村長は、合併協議会の廃止に関する協議書の締結、告示

2 月 2 日 ● 山梨県知事への届出

合併協議会の廃止について


